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論理を解釈し活用する児童を育てる説明的文章教材の指導

－読解要素の分析を生かした意味マップの活用を通して－

教育指導部教科教育班 長期派遣研修員 吉川 亨

１ 研究主題についての説明

(1) 主題の意味

ア 論理を解釈し活用する児童を育てる説明的文章教材の指導について

論理を解釈し活用するとは、文章から抽出した情報のつながりから筆者の論理を推測し、自分の考

えや経験と関連づけて新たな論理を生み出

す一連の読みができることである。この読

「 」 「 」みの過程は 情報の抽出 － 主張の推測

－「意見の熟考」の三段階で構成されると

考える（以下、読解プロセスという 。本研）

究では、読解プロセスにおいて「抽出 「推」

測」で論理を解釈し 「熟考」で解釈した論、

理を活用する児童をめざし、児童像を各段階に設定した（表１ 。この児）

童像をめざし、次の二点について解明する。

○ 説明的文章教材における読解プロセス各段階の読みの明確化

○ 読解プロセスの読みの定着を図るための支援

イ 読解要素の分析を生かした意味マップの活用について

読解要素とは、読解プロセスの各段階に必要と考える読む行為をキーワ

ード化したものである。読解要素の分析とは、読解要素を読解プロセスの

各段階に系統性を基に四つずつ設定し（図１ 、指導内容を基に読解要素）

を細分化し、読みの技能を明らかにすることである。読解要素を組み込ん

だ指導計画を作り、読みの技能を効果的に指導することで、読解プロセス

に沿った読みができると考える。

また、読みの技能を習得させるために、読解要素を用いた意味マップの活用を行う。意味マップと

は、主題に関する語句や文など（ノード）を作成者が考えた意味により線でつなぎ（リンク 、ノー）

ドの関係を表した図である。読解要素に従い意味マップを活用させることで、筆者の主張を推測した

り自分の意見を構築したりすることができると考える。そこで、次のねらいで活用させる。

○ 意味マップを作成することで、記述から取り出した事実や感想などの語や文のつながりを基に論

理的な主張を解釈する。

○ 意味マップを使用することで、主張の論理を活用し、自分の論理を生み出す。

(2) 主題設定の理由

PISA調査や様々な調査の内容及び結果から、これからの情報社会において、情報を得たり活用した

りする力が望まれていることが分かった。そこで、情報の取得及び活用を示唆するPISA型「読解力」

を基盤とした国語科学習指導を行うことが重要であると考えた。

また、これまでの「読むこと」の指導において、教材文を基に自分の考えを構築しようとする活動

が行われていなかった。特に、説明的文章の学習では、活動の指示のみで行っていた。そのため、文

、 。章の読み方や文章内容のまとめ方の具体的な方法を 児童に指導できていないといった課題があった

以上のことから、説明的文章の「読むこと」における読みの技能を習得し、その技能を生かして自

分の考えを構築し、表現する児童を育てようとする本研究は価値があると考えた。

図１ 読解要素の設定

主張の推測

意見の熟考

情報の抽出

全体理解

部分理解

順序

識別

連想 活用

評価 構築

比較 分類

関連 統合

表１ 読解プロセスの各段階でめざす児童像

情報の
抽出

　順序を表す言葉から文のまとまりを区別したり、キーワー
ドを見つけ要点を作ったりなどして、文や段落の内容を把握
することができる。（語や文の意味を読む力）

主張の
推測

　「情報の抽出」で理解した事柄を対比させたり、接続語な
どに着目して段落と段落のつながりを考えたりなどして、筆
者の論理を推測することができる。（論理を読む力）

意見の
熟考

　主張の根拠や筋道の妥当性を検討したり、筆者の論理を基
に自分の考えを明らかにしたりなどして、自分の意見を表現
することができる。（自分の論理を作る力）
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２ 研究の目標

小学校国語科「読むこと」の学習において、筆者の論理

を推測し、自分の考えや経験と関連づけて新たに論理を生

み出す児童を育てるために、読解要素を生かした読みの技

能を分析し、その技能を基に意味マップを作成及び使用さ

せる説明的文章教材の指導を究明する。

３ 研究の仮説

説明的文章の「読むこと」の学習において、以下の二点

に着目した指導を行えば、論理的な主張を解釈し、その論

理を生かした論理的な意見の構築ができるであろう。

○ 読解要素の重点的な指導

○ 読解要素を生かした意味マップの作成

及び使用

、 。そこで 研究の構想を図２のように表した

４ 研究の内容

(1) 読解要素の重点的な指導

読解要素の重点的な指導をするために、指

導すべき読解要素を読解プロセスに沿って分

析し、それを基に単元指導計画を作成して指

導をすることが効果的と考えた。

表２は、指導すべき読解要素の読みの技能

を明らかにした読みの技能表である。この読

みの技能表は、①読みの系統性を考慮して読

解要素を設定②読解要素に対応する読みの技

能の明確化③説明的文章の種類に応じて効果

的に身につけられる読みの技能の選別、と

。 、いった手順で作成した この表の活用により

指導すべき読解要素を学年・教材に応じて重

点化することができると考える。

次に、読解要素を重点的に指導する単元指

導計画の作成は次のように行う。

①「抽出」－「推測」－「熟考」の流れを単元指導計画

に設定する。

②表２から取り出した読解要素を組み込む（詳細は、P.3

図４に示す 。）

(2) 読解要素を生かした意味マップの作成及び使用

意味マップの作成とは 「ノードの取り出し」を「抽出」、

の読みで 「リンク」を「推測」の読みで行わせ（図３ 、、 ）

。 、 、 「 」筆者の論理を解釈することである また 意味マップの使用とは 完成した意味マップを基に 熟考

の読みを行わせ、筆者の論理を活用し新たな論理を生み出すことである。

、 、 。そこで 読解要素を生かした意味マップ作成及び使用を行わせるために 次のような手だてを行う

「抽出」では、モデル提示からキーセンテンスやキーワードを取り出す読みを理解させ、繰り返し

行わせる 「推測」では、カード操作することで比較・分類などの思考を促し、リンクの意味を考え。

させる 「熟考」では、教材文の意味マップを基に、ノードのリンクをたどらせたりノードの配置や。

並び方の決まりを用いて考えを整理させたりする。

表２ 読みの技能表（中学年用）

図３ 意味マップの例

図２ 研究構想図

説明文
実験
観察文

　文の大まかなまとまりを理解する。
　「はじめ」－「中」－「終わり」の文章構成を
理解する。

② ① ②

　主語と述語の関係を理解する。
　時間の順序に沿って内容を整理する。 ①
　事柄の順序に沿って内容を整理する。
　書いている内容を写真や絵で確かめる。 ②
　指示語の指すものを理解する。 ①
　文末表現から様子とわけや事実とわかったことを
区別する。

① ②

　キーワードをみつけ、要点を作る。 ② ① ①
　問題の答えに着目しながら理解する。
　変化の様子を理解する。
　書かれている事柄を対比させ、相違点を理解
する。
　疑問や呼びかけ、まとめを表す言葉に着目して、
段落のまとまりを理解する。

① ① ②

事例をまとまりや種類ごとにわけて理解する。 ② ②

　接続語や指示語から、前後の文や段落の関係を
理解する。

② ① ①

　段落のまとまりごとの小見出しから、文章構成を
理解する。

① ①

　文末表現や叙述から筆者の伝えたいことを推測
する。
　筆者の主張を理解し、要旨をまとめる。
　他のものやことはどうなっているのか興味を
持ち、調べる。

①

　教材文を読んで初めて知ったことや驚いたこと
などの感想をもつ。

①

　教材文から自分の生活や考えを振り返り、自分の
考えをもつ。

② ①

　教材文で得た知識や学んだ文章構成を用いて、
説明文などを書く。

②  ②

　筆者の考えに対して、さらに理由を付け加える。
　主張とその根拠のつながりや筋道が妥当であるか
検討する。
　筆者の意図することに関連した書物を読み、自分
の考えを構築する。
　筆者の思いに自分の経験・知識とを結びつけて
考えを構築する。

※　表内の①・②は指導する順序を示している。
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